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旭川厚生病院皮膚科における転移性皮膚癌28例の検討
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旭川厚生病院皮層科における転移性皮虐癌28例の検討

薫中村哲史水元俊裕橋本喜夫西
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旭川厚生病院皮膚科の11年間における転移性皮膚癌について統計的，病理組織学的検討をおこなった。

臨床型は結節型21例『炎症型６例，硬化型１例。病理組織学的検討では腺癌22例，馬平上皮癌３例，未

分化癌３例。原発巣は乳癌，肺がん，大腸癌で多く，転移のしやすさをしめす転移指数は乳癌，腎癌，

食道癌の順であった。

旭川厚生病院皮層科〒078-821l旭川市１条通24丁目
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症 例はじめに

転移性皮層癌は原発巣発見前に，発症する例もある

ため確定診断をすることは重要である。最近では病理

組織検査の結果で治療法が決定されることもあるため

その重要性が増している。

まず代表的な２例を報告し次に過去11年間における

転移性皮層癌についての検討を報告する。

症例１５２歳，男性

主訴左背部の皮疹

家族歴特記すべきことなし。

既往歴平成''年に腎細胞癌を指摘され平成,3年に切

除。

初診時現症背部に12ｍｍ大で暗赤色境界明瞭な弾性

硬の腫傷を認める（図ｌａ)。

病理組織像真皮全層に大型で明るい胞体を持ち，核

異型をともなう腫傷細胞を認める。

腫傷細胞は表皮と連続性はなく，腫傷は大小の胞巣

を作っている（図１ｂ)。腎摘出した際の腎臓の細胞
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図１ａ
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図１症例１

ａ：初診時臨床像：背部ｂ：病理組織像
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